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分
離
発
注
、
最
低
価
格
を
設
定
し
た
こ
と
、

雨
水
利
用
を
評
価
す
る

　
建
築
と
機
械
設
備
と
電
気
の
三
つ
の
分
離
発
注

は
、
地
元
業
者
の
育
成
と
責
任
が
明
確
に
な
り
効
果

的
で
あ
る
。
ま
た
、
安
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
無
原
則

的
な
価
格
競
争
は
、
工
事
の
質
を
落
と
し
か
ね
な
い

の
で
、
そ
の
点
で
最
低
価
格
を
設
定
し
た
こ
と
は
評

価
す
る
。
工
事
中
の
安
全
対
策
や
搬
入
ル
ー
ト
な
ど

住
民
説
明
会
を
実
施
す
る
こ
と
。
工
事
管
理
や
下
請

け
業
務
の
把
握
等
、
行
政
が
総
合
的
に
か
か
わ
る
こ

と
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
今
回
は
雨
水
を
ト
イ
レ
の

水
洗
や
散
水
に
利
用
、
ビ
オ
ト
ー
プ
等
学
校
教
育
施

設
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

旧市町間の不均一な水道料金体系を統一するもので、

平成20年６月１日以後に実施する検針により徴収する料金から適用されます。

東台小学校の完成予想模型

次
年
度
プ
ー
ル
再
開
方
針
の
具
体
化
と

障
害
児
支
援
員
へ
の
適
切
な
指
導
を
望
む

　
ふ
じ
み
野
駅
東
口
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
は
、
周
辺
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
。
プ
ー
ル
利
用
券
は
一
歩
前
進
だ

が
、
次
年
度
の
プ
ー
ル
再
開
方
針
の
具
体
化
が
必
要
。
国
道

二
五
四
号
線
の
歩
道
拡
幅
は
、
関
連
す
る
市
道
整
備
と
東
台

地
域
の
道
路
計
画
の
策
定
を
求
め
る
。
教
育
費
関
係
で
は
、

新
た
に
四
事
業
が
新
規
に
行
な
わ
れ
る
。
年
々
軽
度
発
達
障

害
児
数
は
増
加
し
、
支
援
員
の
役
割
も
重
要
と
な
る
。
専
門

的
な
研
修
や
連
絡
会
議
を
持
ち
、
適
切
な
指
導
を
望
み
賛
成

と
す
る
。

（全会一致で可決）

（全会一致で可決）

（賛成多数で可決）

今
後
の
料
金
値
上
げ
を
　

示
唆
す
る
体
系
だ

　

　
大
井
・
上
福
岡
の
料
金
格
差
を
統
合

す
る
趣
旨
か
ら
の
改
正
案
で
あ
る
が
、

旧
大
井
町
の
六
七
％
の
一
般
家
庭
が
値

上
げ
と
な
り
、
反
対
に
企
業
は
四
、
三

一
八
万
円
の
値
下
げ
と
な
る
。
そ
の
結

果
、
総
額
七
、
六
〇
〇
万
円
の
収
入
減

と
な
る
こ
と
や
、
値
上
げ
が
見
込
ま
れ

る
県
水
が
七
二
％
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
今
回
の
改
正
案
は
、
今
後
の

料
金
値
上
げ
を
示
唆
す
る
体
系
で
あ
り

反
対
す
る
。

生
活
扶
助
世
帯
の
免
除
等

サ
ー
ビ
ス
が
高
く
な
る

　
提
案
理
由
の
﹁
市
内
の
水
道
料
金
を

統
一
す
る
﹂
と
い
う
の
は
妥
当
で
あ

り
、
同
じ
ふ
じ
み
野
市
で
あ
り
な
が

ら
、
地
域
で
異
な
る
と
い
う
の
は
不
公

平
で
あ
る
。
生
活
扶
助
世
帯
の
免
除

も
、
改
正
に
よ
り
、
現
上
福
岡
地
区
同

様
、
大
井
地
区
も
三
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で
免
除
と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
は
高
く

な
る
。
メ
ー
タ
ー
口
径
別
料
金
の
上
福

岡
地
域
は
、
県
内
で
五
番
目
に
安
い
。

決
し
て
高
い
料
金
体
系
で
は
な
い
。


